
身近な食生活を見つめ、よりよくしようと実践する力を育てる指導の工夫 
－第５学年「食べて元気に」の実践を通して－ 

                         伊予支部 
１ 研究の視点 

⑴   ※１『対話型鑑賞」を活用して児童の気付きを促し、実生活との関連を図った問題解決的な学習

展開の工夫 

⑵ 分かる授業づくりのための栄養教諭との連携の在り方 

２ 実践事例 

⑴  題材名  食べて元気に 

⑵  目標 

○  食品の栄養的な特徴や組み合わせや日常の食事に関心をもち、栄養のバランスを考えた食事 

のとり方をしようとする。 

○ 食品の栄養的な特徴を生かした食品の組み合わせや、米飯及びみそ汁の調理の仕方について

考えたり、工夫したりする。 

   ○ 米飯及びみそ汁の調理ができる。 

○ 五大栄養素の種類や働き、食品に含まれる栄養素の体内での働きや食品のグループ分け、栄

養のバランスを考えて食事をとることの大切さについて理解する。 

○ 米飯及びみそ汁の調理の仕方について理解する。 

⑶  題材設定の理由  

   ○ 本校の５年生の児童は、初めて出合った家庭科の学習に意欲的に楽しく取り組んでいる。１

学期に行った「はじめてみようクッキング」の学習を通して、調理用具の使い方や取り扱い方、

後片付けの大切さや方法、こんろや調理器具の安全な使い方など、調理の基礎を学んだ。また、

ゆで野菜のサラダ作りの実習や自然教室前に行うカレー作りの自主学習を通じて、調理に対す

る興味や関心も高まっている。４年生の時には、生活習慣病の予防についてバランスのよい食生

活の大切さについて学習した。しかし、給食では、野菜を中心にしたおかずは残食が多く、学ん

だことを日常生活に生かして栄養のバランスを考えて食事をとる習慣が身に付いているとは言

えない。     

○  本題材は、毎日食べている食事や食品に関心をもち、栄養素とその働き、食品の栄養的な特徴

を理解し、栄養のバランスを考えて食事をとろうとする態度を養うこと及び、日本の伝統的な日

常食である米飯及びみそ汁に関心をもち、工夫して調理ができることをねらいとしている。身近

な食品を基に五大栄養素の働きやバランスのよい食事の大切さを学ぶことは、調理への関心が

高まっている児童にとって、健康的でよりよい食生活への理解を深めることにつながると考え

る。その際、ほうれん草を使った給食のおかずを考える活動を取り入れた展開にすることで、地

元産の野菜への関心を高めることもできる。また、栄養のバランスを考えてみそ汁の実を選ぶな

ど、栄養を考えた食事と調理の基礎を関連させた学習は実践に結び付いたものとなり、日常生活

に生かすことができる題材でもある。   

○ 指導に当たっては、問題解決的な学習展開の工夫として、『対話型鑑賞』を活用し、児童の気

付きを促したい。また、食品の栄養的な特徴について実感を伴って理解できるように栄養教諭と

の連携を図った授業展開を工夫したい。 

本時は、「食事の秘密を見付けよう」を学習課題として、児童にとって身近な給食の献立を使

って学習を進める。まず、教師の休日の昼食（２品）と給食（５品）の写真を比べて話し合わせ、

給食のよさについて確認させる。その際、「秘密」につながる言葉を板書し、次の活動の、グル

ープで給食の食材を３つのグループに分ける視点を自由に話し合って決める手掛かりにさせた

い。各グループの考えを全体で発表し合った後、教師が示した分け方の図と、「食品の分類図」

を比べて話し合う。両者は、似ているが、分け方が３つと５つの違いであることに児童自身が気

付くよう、発問（ナビゲート）を工夫する。５つの理由について五大栄養素と関連させてまとめ、

五大栄養素について詳しく調べる次時の学習へつなげたい。 

 

 

 



⑷ 指導計画と評価計画（全１１時間）    

 ☆ 題材前半を通した学習課題－学習したことを活用して、ほうれん草を使った給食の副菜を考え、 

リクエスト献立をアピールしよう 

時

間 
学習活動 

評価基準・評価方法 

関心・意欲・態度 創意工夫 技能 知識・理解 

 

第

１ 

時 

 

 

食事の秘密を見付けよう 

教師の休日の昼食と給

食の内容を見比べて気が

付いたことや考えたこと

を話し合い（『対話型鑑

賞』）、栄養について知る。      

日常の食事

に関心をもち、

栄養を考えた

食事のとり方

をしようとし

ている。（ワー

クシート・発

言）             

                  栄養を考え

て、食事をとる

ことの大切さ

を理解してい

る。（ワークシ

ート・発言）              

 

 

第 

２ 

時 

五大栄養素について知ろう 

ジグソー学習で五大栄

養素について調べたり、話

し合ったりして、その種類

と体内での主な働きを知

る。 （Ｔ２栄養教諭） 

栄養素に興

味をもち、進ん

で調べたり、友

達に伝えたり

しようとして

いる。（ワーク

シート・観察） 

  五大栄養素

の種類と働き

について理解

している。（ワ

ークシート・観

察） 

 

 

第 

３

時 

 

 

 

３つの食品のグループと

その働きについて知ろう 

     給食の献立の副菜以外

の料理に使われている食

品を主な働きによって３

つのグループに分け、それ

ぞれの体内での主な働き

について知る。 

食品の栄養

的な特徴や食

品の組み合わ

せに関心をも

っている。（ノ

ート・観察） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食品の３つ

のグループの

分け方が分か

る。（ノート） 

 

 

 

 

 

 

第 

４

時 

 

 

ほうれん草を使った給食

のおかずを考え、アピールし

よう 

  これまでの学習を生かし

て、足りない栄養素を補う

ほうれん草を使った副菜 

を決め、献立のアピールポ

イントを考える。 

学習したこ

とを生かして、

ほうれん草を

使ったおかず

の計画を立て

ようとしてい

る。（ワークシ

ート・発表・観

察） 

 学習したこ

とを生かして、

ほうれん草を

使ったおかず

を工夫したり、

献立を考えた

りしている。

（ワークシー

ト・発表・観察） 

   

 

第 

５

時 

 

 

11 

時 

ご飯とみそしるをつくろう 

   米飯とみそ汁に関心を

もち、米やみその特徴と米

飯やだし、みそ汁の調理の

仕方を調べて調理する。 

米飯とみそ

汁に関心をも

ち、調理しよう

としている。

（ノート・発

表） 

 おいしい米

飯の炊き方や

みそ汁の調理

の仕方につい

て考えたり、自

分なりに工夫

したりしてい

る。（ノート・

観察） 

 米飯及びみ

そ汁の調理が

できる。（ノー

ト・観察） 

 米飯及びみ

そ汁の調理の

仕方について

理解している。

（ノート・観

察） 

⑸ 本時の指導（１／１１） 

 ア  ねらい 

     日常の食事に関心をもち、栄養を考えて食事をとることの大切さについて理解する。 

 イ 準備物 

   掲示資料、食品の分類掛図、ワークシート 

 

（
本
時
） 

～ 



 ウ 展開 

学習活動 予想される児童の意識の流れ ○指導上の留意点 ◎評価 

１ 本時のめあてを

確認する。 

 

 

 

２ なぜ食べるのか

考える。 

 

 

 

３ 休日の昼食と給

食を比べて話し合

う。 

   

 

 

 

４ 給食の食品を３

つのグループに分

ける。 

  〈グループ〉 

    ↓ 

  〈全体〉 

 

 

 

５ 五大栄養素につ

いて知る。 

 

 

 

 

 

 

 

６ 本時のまとめを

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・生きるため。 

・体が大きくなるため（成長）。 

・健康のため。 

 

 

 

・おかずの数が違う。 

・食品の種類が違う。 

・食品の種類が少ないと体によくない。 

 

 

 

・色で分けてみよう。 

・食品の種類で分けてみよう。 

・保存の仕方で分けてみよう。 

・好みで分けてみよう。 

 

 

 

 

 

 

・食品の体内での働きが書かれている。 

・色は３つだけど分け方は５つだね。 

・たんぱく質と書いてあるよ。体の中での

働きが栄養素によって違うね。 

・バランスよく食事をすることが健康に

つながるのだね。 

 

 

 

 

・五大栄養素のそろった食事をしよう。 

・栄養のバランスについて今までは考え

ていなかったから気を付けよう。 

○ 食事や食品の写真を、「み

る・考える・話す・聴く」（『対

話型鑑賞』）活動を通して、食

事に関する課題解決に生か

す。 

○ 食べるということが、生

命・健康維持と成長に直結し

ていることを確認し、食事に

対する課題意識をもたせる。 

 

○ 教師の休日の昼食と給食

の写真を見比べ、使っている

食品の種類や量の違いを見

付けさせる。 

○ 発言の中から、「秘密」につ

ながる言葉を提示し、次の活

動へのヒントにさせる。 

○ 分けるポイントを明確に

して、ワークシートや食品の

写真を使って、自由に活動さ

せ、興味を高めさせる。 

○ 全体で共有することによ

り、それぞれの食品に特徴が

あり、それらをたくさん食べ

ていることの意味を考えさ

せる。 

○ 教師の分け方と「食品の分

類図」を見比べ、「五大栄養

素」がポイントになって、食

品の分け方が３つから５つ

に分かれていることを確認

する。 

 

 

 

○ 学習のめあてを基に、食品

には栄養素が含まれ、たくさ

んの食品をバランスよく食

べることで、食事の目的を果

たすことができることに気

付かせる。 

◎ 毎日の食事に関心をもち、

その目的について考えよう

としている。 

（関・意／ワークシート・発言） 

◎ 栄養を考えた食事をとる

ことの大切さを理解してい

る。 

（知・理／ワークシート・発言） 

○ 次時の活動の確認をする。 

 

 食事には、どのような秘密があるの

だろう。 

 食事でいろいろな食品を食べること

により、含まれている栄養素をバランス

よく体にとることができる。 

 なぜ食べるのだろう。 

 休日の昼食と給食との違いは何だ

ろう。 

 食品を３つのグループに分けよう。 

 「食品の分類図」から、食事の秘密

を見付けよう。 



⑹  活動の実際 

ア 『対話型鑑賞』を活用して児童の気付きを促し、実生活との関連を図った問題解決的な学習展開

の工夫 

(ｱ)  『対話型鑑賞』を活用して児童の気付きを促す手立て 

教師の休日の昼食と自分たちが食べた給食の写真とを提示し（資料１）、それらを使って『対話

型鑑賞』の手法で、「気付いたこと、見付けたこと、考えたこと」を自由に発表させた。対話の中

で、同じ昼食でも内容が違っていることにより、品数や使っている食品数に違いが出てくること

に興味をもった。さらに、資料２を提示して、毎日、いろいろな食品を食べている意味を考えさ

せたり、食品について関心をもたせたりした。児童からは、「栄養のバランス」という言葉や、「た

くさんとると体によい」などの気付きがあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そこで、給食の献立の食品カードを使って「どのよう   

なものを食べているのか」と食品について考えさせた   

り、自分たちが考えたポイントで食品を３つのグルー 

プに分けさせたりする活動を行った。グループで自由 

に話し合うことにより、日常の食事に使われている食 

品に強く関心をもつことができた。グループに分ける 

ポイントは、「どこで取れるか。（海・山・里）」「〇〇さ 

んの好きなもの・きらいなもの・普通のもの」「味（甘 

い・苦い・味なし）」など、子どもたちなりに食品に対 

して、深く考え、グループ分けを行った（写真１）。 

それらを黒板に掲示し、分けていた時に困ったことや、  

おすすめの分け方などを発表させた。児童は、いろいろ    

な分け方の理由などを楽しんで聞くことができたが、ど 

んな分け方がよかったのかとの疑問も生まれていた。そ 

こで、「迷わず分けられた分け方」を聞いたところ、カー 

ドの裏の色で分けたグループが挙手をした。「ネギは、裏 

に書いてなかったけど、野菜だし、野菜はほとんど緑だ 

ったから」 という発言で、児童は納得をした（写真２）。 

さらに、教師の分け方を提示して、「どんなポイントで 

分けたのか」と問い掛けた。すぐに、「カードの裏の色」 

に気付いたので、「栄養素のはたらきによる食品の分類 

図」を提示して、その違いを『対話型鑑賞』により見付け 

させた（資料３、写真３）。導入時と同じように２つのものを比べてみることにより、課題である 

「３つのグループ分けと５つのグループ分け」に気付き、その理由も対話の中で、栄養素が関係 

していることを見付け出した。それらの活動により、食事の秘密や次時の活動の確認をスムーズ 

に行うことができた（資料４）。 

〈資料１ 教師の休日の昼食と給食の献立〉 

〈写真１ グループ活動の様子〉 

〈資料２ 各献立に使われている食品〉 

〈写真２ グループの考えを共有〉 



 

(ｲ)   実生活との関連を図った問題解決的な学習展開の工夫 

題材の前半部分の学習課題を「学習したことを活

用して、ほうれん草を使った給食の副菜を考え、リ

クエスト献立をアピールしよう」とした。まず、第

２時の「五大栄養素について知ろう」では、献立を

考えることを意識して、ジグソー学習に真剣に取り

組んだ（資料５）。自分の担当の栄養素について、事

前に進んで調べ、栄養素チームでの活動では、自分

の知らなかった働きについて、もれなく記録しよう

と友達の発表を集中して聞き、記録する態度が多く

見られた。また、生活班での報告の時間でも、分か

らなかったことをそのままにせず、何度も聞いて確認するなど、主体的に学習することができた（写

真４）。 

第４時の「ほうれん草を使った給食の献立のアピールポイントを考えよう」では、ほうれん草を

使った料理（副菜）をワークシート・絵カード・付箋紙・食器シートを使って自分たちで考えさせ

た。ただし、１食分を考えることは難しいので、主菜を児童に何点か選ばせ、ご飯・みそ汁・主菜

は事前に教師がワークシートに記入したものを用意した。ワークシート（資料６）を使って、栄養

のバランスを見やすくしたところ、児童から、「無機質が足りないので、食品をプラスしよう」との

声が挙がった。各グループで、ほうれん草の料理に海藻やしらすを加えたり、デザートにヨーグル

トを付けたり、チーズや牛乳を使った料理に変更したりするなど、主体的な取組が見られた。その

後、名前やアピールを相談して決めさせ発表し合った（写真５）。   

栄養についてのそれまでの学習を基に、自分たちなりの工夫をして考えた献立なので、どのグル

〈資料３ 写真や図を使っての活動の振り返り〉 

〈写真４ 生活班での報告〉 

〈写真３ 『対話型鑑賞』で課題解決〉 

〈資料４ 学習のまとめ〉 



ープもアピールに力が入り、結局学級担任に決めてもらうことで、前半の学習を終えた。実際の給食

になって町内の小・中学校の児童・生徒が食べることを意識してか、児童は真剣に学習に取り組み、

栄養に関する学習内容を活用して、課題を解決しようと努力した。 

イ 分かる授業づくりのための栄養教諭との連携の在り方 

  題材前半を貫く学習課題「ほうれん草を使った給食のリクエスト献立を考えよう」を明確にするた

めに、第１時の学習は栄養教諭とのティームティーチングで行った。栄養教諭が授業に参加したこと

で、児童は食事についての学習を進めていることを自覚して、緊張感をもって学習に取り組むことが

できた。 

また、第２時では、「五大栄養素」についてのジグソー学習の際に栄養素チームでの調べ学習や生活

班での伝え合いの時間も各グループの活動の様子を見守り、児童からの疑問や質問にも応じるように

した。学習の最後には、児童の学習を補う専門的な内容のアドバイスを行うことで、それまでの学習

活動のまとめをスムーズに行うことができたり、間違った理解を防ぐことができたりした。また、児

童が利用した、食材のカードや食器のシートなどの用意や、指導内容についての相談など、栄養教諭

と連携した授業づくりの大切さを改めて実感した（写真６）。 

〈写真５ 料理カード・付箋紙・食器シートを使って、考え→話合い→発表〉 

〈資料５ 五大栄養素の主な働き〉 〈資料６ 栄養のバランスを確認〉 



  

３ 成果と課題 

家庭科の学習に『対話型鑑賞』を取り入れ、ビジュアル教材を効果的に活用した学習展開の工夫を

考えた。それらにより、児童の「主体的・対話的で深い学び」につなげる学習活動を行うことができ

た。また、題材を通した学習課題を設定したことにより、児童は、目的意識をもって学習に取り組ん

だり、実践意欲を高めて実習を行うことができた。 

しかし、導入に扱った教師の昼食は、給食との比較において意見が十分に広がらず課題が残った。

そこで、６年生の「くふうしよう おいしい食事」の第１時の導入資料として、ある小学生の夕食を

資料として提示し、『対話型鑑賞』を使って話合いを行

った（資料７）。すると、複数の問題点を見付け、「夕食

なのか、朝食なのか」「なぜ、このような食事をしてい

るのか」「栄養のバランスが悪く、体に悪い影響が出る

のではないか」など、次々に思考の根拠を明確にした意

見を出して話合いを深め、その後の学習活動を活発に

行うことができた。５年生と６年生の違いは考えられ

るが、教師の食事と同年代の子の食事との違いが、児童

の問題意識のもち方に違いを与えたようである。改め

て、自分事としての課題意識をもたせるための教材研

究の大切さを痛感した。 

  また、本町では、小学校３校に１名の栄養教諭が配置

されているが、本校には在籍していない。そのため授業の打ち合わせや時間調整などの課題が生じる。

しかし、授業にＴ・Ｔとして参加することで児童の学習への取組が意欲的になり、その影響力は大変

大きいと感じた。今後も連絡を密に取り、他学年でも連携して実践を増やしていきたい。 

さらに、今年度は、総合的な学習の時間を使って※２地域の方と味噌作りに取り組んだ。児童は、

初めての体験であったため戸惑うこともあったが、味噌に関心をもって、大変意欲的に取り組ん

だ。また、裸麦の産地である本校で作った味噌を調理に使うことは、究極の地産地消であり、児童

にとって教育的効果は大きなものがある。今後も継続して取り組めるよう、家庭科と他教科等との

関連を図って取り組みたい。 

 

※１：『対話型鑑賞』…図画工作科の鑑賞の学習で使われる学習方法の一つ。美術作品を「みる・考える・ 

話す・聴く」過程を繰り返し行いながら鑑賞する。ナビゲーター（教師の発問）

の「どこからそう思う？」をキーワードに根拠を明確にして、その過程を深めて

いくことにより、児童の鑑賞力だけでなく、観察力・批判的思考力・言語能力・

コミュニケーション能力といった総合的な「生きる力」の育成が期待できる。『対

話型鑑賞』は基本的に「意識をもってみる」「根拠を明確にして考える」「それら

を言語化して周りに伝えたり、意識して聴いたりしながら思考を深める」という

流れで構成されており、本校では、今年度、他教科での活用を研究した。 

〈資料７ ６年生での導入〉 

〈写真６ 栄養教諭との連携〉 



 

 

 

※２：地域の方との味噌作り…地域の生活改善グループの協力を得て、５年生全員で行った。 

作業① ペースト状にしたゆでた大豆と麹を混ぜ合わせてソフトボー 

ルぐらいの大きさの味噌のもとを作る。 

作業② 味噌樽にたたきつけて詰める。 

作業③ 詰めた味噌のもとを、上からしっかり押さえて空気を抜く。 

教室で保存しながら、児童は発酵する味噌の臭いや色の変化を五感で味

わった。約１か月後にでき上がった味噌を味見した児童は、「早くみそ汁

を作りたい」という意欲が高まった。 

材料に使った裸麦は、松前町が全国に誇る地域の特産物である。裸麦

はそのまま食することはできないが、自分たちで加工して味噌にした

ことで、裸麦をより身近に感じ、郷土の農産物への愛着をもたせるこ

とにつながげることができた。 

                                                       

〈『対話型鑑賞』の思考プロセス〉 

〈地域の方との味噌作り〉 


